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（1）沈下事故の現実

（2）SWS試験の概要

（3）SWS試験結果の読み方

（4）沈下の判定方法

（5）まとめ(キーワード)

アースダイブ株式会社
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新築住宅

玄関に発生したくぼみ

壁にも割れ目が…

アースダイブ株式会社
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建物の傾き

建物の割れ目アースダイブ株式会社
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不同沈下事故が起きてしまったら…

沈下

①工務店・ハウスメーカーの信頼問題

②裁判事例ではすべて設計業者が責任を負う

③莫大な修繕費用が発生する(例：沈下修正500万～)

「日経ホームビルダー」2006年9月号から掲載

2003年：宮城県北部連続地震の主な住宅被害

アースダイブ株式会社
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●不同沈下の起こる原因

●沈下の発生割合！

・1年あたり1000件に5～10件の割合で発生している

・火災の起こる頻度は1000件に4.5件(火災保険会社の統計)

空 隙 腐植土層 盛 土 地層の傾斜

アースダイブ株式会社
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・地盤の強さを調べるのに、一般的な方法です(簡易調査)。

・手動式：調査者の技術レベルにより精度にバラツキでやすい

・半自動：自沈層を見落とす可能性が高い

自動サウンディング

(日東精工)

手動式サウンディング

12.5kg

12.5kg

19.0kg

各ユニット

25kg

全147kg

(103kg)

半自動式サウンディング

・全自動：調査者に影響されず均一なデータを得ることができる

アースダイブ株式会社
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25kg

25kg

25kg

25kg 25kgで何cm貫入？

100kgで何cm貫入？

75kgで何cm貫入？

50kgで何cm貫入？ 25kg

25kg

25kg

25kg

荷重は常に100kg

25cm貫入するの
に何回転？

Na=1

Na=1

おもり = Wsw 半回転数 = Na

Nsw=4×Na

良好地盤の目安

Na=35(Ｎ値≒10)1ｍ連続確認 Na=85(Ｎ値≒20)25cm確認

スクリューポイント →

ロッド →

自沈(じちん)

自沈(じちん)

自沈(じちん)

アースダイブ株式会社
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地耐力（kN/m2）
支持力（kN/m2）

沈 下（cm）

地耐力（kN/m2）＝支持力（kN/m2）

地耐力とは、支持力と沈下の両方を検討するものです。

《キーワード1》

(建築基礎構造設計指針；日本建築学会)
(小規模建築物基礎設計の手引き；日本建築学会)

アースダイブ株式会社
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「支持力」とは地盤に荷重が加わったときに

その重さに耐えきれずに地盤が破壊するか

どうかを評価する荷重です。

支持力（kN/m2）とは「地盤の破壊」を意味します。

《キーワード2》

↑単位に注意！

アースダイブ株式会社
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その重さにより、地盤の体積が変形するか

どうかを評価する言葉です。

沈下（cm）とは「地盤の変形」を意味します。

《キーワード3》

↑単位に注意！

「沈下」とは地盤に荷重が加わったときに

アースダイブ株式会社
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地耐力（kN/m2）
支持力（kN/m2）

沈 下（cm）

→  地盤の破 壊

→  地盤の変 形

・支持力：試験結果から計算で求められます。

・沈 下：試験結果から推測することしかできません。

↓
資料調査・聞き取り調査・現地調査から

総合的に解析して検討します。

支持力での事故は少ない、不同沈下事故は沈下で発生する！

《キーワード4》

アースダイブ株式会社
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)(kNWsw 荷重

)25(4
)(

100
の場合

貫入量
cmLNaNa

L
cmNsw 自沈する荷重

（軟弱）

回転層（良好）

※換算Ｎ値（稲田式）

）は（粘性土： kNWswNswWswN 05.03 

）は（砂質土： kNWswNswWswN 067.02 

※換算qa（kN/m2）→支持力のこと

データシートからは、「換算Ｎ値」と「支持力」が得られる

《キーワード5》

粘性土

砂質土
※Ｎ値とは？

標準貫入試験により得られる値(ボーリングのみ)。
63.5kgの重りを75cm自由落下させ、地盤に30cm
貫入させるのに必要な打撃回数。

SWS試験からは換算Ｎ値を推定できる。

アースダイブ株式会社
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スウェーデン式サウンディング試験での土質の判定は推定にすぎません。

アースダイブでは、以下に示す①～③から総合的に判定しています。

①地形区分から推定：地形から現場の土質を推定します

②ロッドに伝わる感触や音で推定する：現場で確認することができます

③試験データから推定する

アースダイブ株式会社
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 qfqc NDiNBiNCiqa ・・・γ・・・β・γ・・α・ γγγ 213
1



※1 テルツァーギの許容支持力式

※2 簡易式（許容支持力）

Nqa  5.12粘性土：

※3 国土交通省告示1113号の第3式

）ｍまでの平均：基礎下　（ 150,26.030 MAXNswNswNswqa 

Nqa  8砂質土：

「許容」とは「安全率を考慮した」という意味

許容支持力は安全率1/3を考慮した支持力という意味！

《キーワード6》

(粘性土) (砂質土) (根入れ)
(安全率)

アースダイブ株式会社
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布基礎(底版狭い) ベタ基礎(底版広い)

5.0ｍ

10.0ｍ

0.0ｍ 50kN/m2

10kN/m22.5ｍ

7.5ｍ

5kN/m2

(30kN/m2)

布基礎(30～50kN/m2が目安) ベタ基礎(20kN/m2が目安)

(6kN/m2)

(3kN/m2)

20kN/m2

16kN/m2

13kN/m2

12kN/m2

5kN/m2

アースダイブ株式会社
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沈下

即時沈下

圧密沈下
等沈下

不同沈下

・即時沈下：沈下が短期間で終了するため、長期的な問題となる

・圧密沈下：沈下が長期間にわたって継続するため問題となります。

ことはほとんどない。砂質土は即時沈下のケースが多い。

沈下量が均一であれば等沈下、不均一であれば不同沈下。

我々が注意しなければならないのは「不同沈下」！

粘性土・腐植土・盛土は不同沈下となるケースが多い。

・砂質土：支持力＆液状化の検討が重要

・粘性土,腐植土,盛土：不同沈下の検討が重要

《キーワード7》

アースダイブ株式会社
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国土交通省告示第1113号

地盤の許容応力度を定める方法は、次の表の(1)項、(2)項又は(3)項に掲げる式によるものとする。

ただし、a地震時に液状化するおそれのある地盤の場合又は(3)項に掲げる式を用いる場合において、

基礎の底部から下方2ｍ以内の距離にある地盤にスウェーデン式サウンディングの荷重が1kN以下

で自沈する層が存在する場合若しくは基礎の底部から下方2ｍを超え5ｍ以内の距離にある地盤に

スウェーデン式サウンディングの荷重が0.5kN以下で自沈する層が存在する場合にあたっては、建

物の自重による沈下その他の地盤の変形等を考慮して建築物又は建築物の部分に有害な損傷、変形

及び沈下が生じないことを確かめなければならない。 国土交通大臣 林 寛子

地盤調査会社の解釈により判断基準が大きく異なる

・基礎下2ｍまで1kN自沈があれば地盤補強が必要

・基礎下2～5ｍの間に0.5kN自沈があれば地盤補強が必要

拡大解釈すれば・・・

アースダイブ株式会社
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沈下の判定は資料調査・聞き取り調査・現地調査から

総合的に解析して検討しています。

(1)推定断面図からのアプローチ

・地盤構成が明らかになります(傾斜や起伏等)

・自沈部(沈下検討対象)が明確にわかる

・軟弱層の層厚・均質性が明らかになります

アースダイブでは・・・

アースダイブ株式会社
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(2)ポイント配置図からのアプローチ

アースダイブの沈下判定基準で沈下しない

アースダイブの沈下判定基準で沈下する可能性がある

アースダイブの沈下判定基準で沈下する

アースダイブ基準より、測点3,4,5方向に向かって、上載荷重の影響による不同沈下の
可能性が懸念されます。

沈下の判定は資料調査・聞き取り調査・現地調査から

総合的に解析して検討します。

《キーワード8》

アースダイブ株式会社
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※沈下が疑われる地盤

● 産業廃棄物などのガラ、ゴミおよび土丹礫などにより盛土したり厚く埋め立てた地盤。

● 丘陵や台地斜面を切盛りして造成した敷地で盛土がルーズ(締りがない、ゆるんだとい
う意味)で軟らかい地盤。

● 腐植土(ピート)が分布している地盤。谷底低地、堤間湿地、後背湿地、溺れ谷、旧河
道等に堆積している。

地中混入物撤去状況１ 地中混入物撤去状況２

アースダイブ株式会社
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※アースダイブ基準による判定例

.25 .50.75 50 100

荷重 Wsw

kN

貫入量1ｍ当り

半回転数

Nsw

200

0.25

0.50

0.75

1.00

1.25

1.50

1.75

0.00

2.00

2.25

2.50

2.75

3.00

3.25

3.50

3.75

4.00

4.25

4.50

4.75

5.00

5.25

5.50

5.75

6.00

6.25

6.50

6.75

7.00

7.25

7.50

ここは無視

判
定

対
象

区
間

根
入

れ

1kN自沈3層

↓

判定アウト！

.25 .50.75 50 100

荷重 Wsw

kN

貫入量1ｍ当り

半回転数

Nsw

200

0.25

0.50

0.75

1.00

1.25

1.50

1.75

0.00

2.00

2.25

2.50

2.75

3.00

3.25

3.50

3.75

4.00

4.25

4.50

4.75

5.00

5.25

5.50

5.75

6.00

6.25

6.50

6.75

7.00

7.25

7.50

ここは無視

根
入

れ
判

定
対

象
区

間

0.5kN自沈2層

↓

判定アウト！

基礎下2～5ｍまで

.25 .50.75 50 100

荷重 Wsw

kN

貫入量1ｍ当り

半回転数

Nsw

200

0.25

0.50

0.75

1.00

1.25

1.50

1.75

0.00

2.00

2.25

2.50

2.75

3.00

3.25

3.50

3.75

4.00

4.25

4.50

4.75

5.00

5.25

5.50

5.75

6.00

6.25

6.50

6.75

7.00

7.25

7.50

ここは無視

判
定

対
象

区
間

根
入

れ

1kN自沈1層

判定アウト！

判
定

対
象

区
間

①

基礎下2ｍまで

0.5kN自沈1層

↓

①＋②

↓

判定アウト！

②

基礎下2～5ｍまで

判定アウト！判定アウト！

アースダイブ株式会社
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(1)盛土は重たい！→盛土下位の地盤沈下の可能性

盛土は1ｍ3当たり、概ね16.0～18.0kN(1.6～1.8tf)前後の重量があります。

↓
(18kN×100ｍ2×0.6ｍ)÷100ｍ2＝ 11kN/ｍ2

(一般的な住宅で10kN/ｍ2程度の上載荷重)

(重量) (敷地面積) (盛土厚さ) (敷地面積) (盛土重量)

↓
60cmの盛土で住宅1棟分の重さに相当 ！

(2)盛土の安定は？ →盛土自体の沈下の可能性

スウェーデン式サウンディングでは、造成直後でも レキ・岩等を含んだ

盛土材の場合、過大な値(支持力)を示すことが多くなります！

盛土の安定には、大体3～5年程度の経過年数が必要といわれています。

支持力が大きくても、経過年数の短い盛土は要注意です！！

沈下事故は盛土や擁壁等の人工改変に起因した事例が非常に多い！

《キーワード9》

アースダイブ株式会社
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※アースダイブ基準による盛土地盤の判定例

.25 .50.75 50 100

荷重 Wsw

kN

貫入量1ｍ当り

半回転数

Nsw

200

0.25

0.50

0.75

1.00

1.25

1.50

1.75

0.00

2.00

2.25

2.50

2.75

3.00

3.25

3.50

3.75

4.00

4.25

4.50

4.75

5.00

5.25

5.50

5.75

6.00

6.25

6.50

6.75

7.00

7.25

7.50

.25 .50.75 50 100

荷重 Wsw

kN

貫入量1ｍ当り

半回転数

Nsw

200

0.25

0.50

0.75

1.00

1.25

1.50

1.75

0.00

2.00

2.25

2.50

2.75

3.00

3.25

3.50

3.75

4.00

4.25

4.50

4.75

5.00

5.25

5.50

5.75

6.00

6.25

6.50

6.75

7.00

7.25

7.50

.25 .50.75 50 100

荷重 Wsw

kN

貫入量1ｍ当り

半回転数

Nsw

200

0.25

0.50

0.75

1.00

1.25

1.50

1.75

0.00

2.00

2.25

2.50

2.75

3.00

3.25

3.50

3.75

4.00

4.25

4.50

4.75

5.00

5.25

5.50

5.75

6.00

6.25

6.50

6.75

7.00

7.25

7.50

ここは無視 ここは無視 ここは無視

判
定

対
象

区
間

根
入

れ

根
入

れ

根
入

れ

0.75kN自沈2層

＋

0.5kN自沈1層

↓

判定アウト！

自沈層がなく
ても盛土の厚
さが1ｍ以上

で経過年数が
1年未満の場

合には判定ア
ウト！

経過年数が1年
未満で、自沈
する荷重がサ
ムシング基準
を満足してい
ないので判定
アウト！

盛土(1～3年)

判定アウト！

盛土の経過年数
が5年以上の場

合には盛土は安
定していると判
断します。
しかし、5年以

上経過していて
も、サムシング
基準を満足しな
い場合には判定
アウトの場合も
あります。

判
定

対
象

区
間

0.75kN自沈2層

＋

経過年数5年

↓

判定アウト！

盛土(5年)

判
定

対
象

区
間

自沈なし

＋

経過年数1年

↓

判定アウト！

盛土(1年)

判定アウト！ 判定アウト！

アースダイブ株式会社
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※アースダイブ基準によるローム地盤の判定例

.25 .50.75 50 100

荷重 Wsw

kN

貫入量1ｍ当り

半回転数

Nsw

200

0.25

0.50

0.75

1.00

1.25

1.50

1.75

0.00

2.00

2.25

2.50

2.75

3.00

3.25

3.50

3.75

4.00

4.25

4.50

4.75

5.00

5.25

5.50

5.75

6.00

6.25

6.50

6.75

7.00

7.25

7.50

.25 .50.75 50 100

荷重 Wsw

kN

貫入量1ｍ当り

半回転数

Nsw

200

0.25

0.50

0.75

1.00

1.25

1.50

1.75

0.00

2.00

2.25

2.50

2.75

3.00

3.25

3.50

3.75

4.00

4.25

4.50

4.75

5.00

5.25

5.50

5.75

6.00

6.25

6.50

6.75

7.00

7.25

7.50

ここは無視 ここは無視

判
定

対
象

区
間

根
入

れ

根
入

れ

土地条件図

「凹地・浅い谷」

＋

自沈の多いローム

↓

判定アウト！

図Aのように調
査地が「谷
部」のローム
は沈下対象と
して検討す
る！

谷地ローム

判定アウト！

判
定

対
象

区
間

土地条件図

「台地・平坦化地」

＋

回転層の厚いローム

＋

火山灰質粘性土

(自沈部)

↓

判定セーフ！

台地ローム
(平坦化地)

判定セーフ！

図A 調査地(台地上の谷部の例)

図B 調査地(台地上の平坦化地の例)

火山灰質粘性土
火山灰質粘性土

図Bのように調
査地が「台
地・平坦化
地」のローム
は良好地盤！

(国土地理院発行；土地条件図を一部修正)

(国土地理院発行；土地条件図を一部修正)

アースダイブ株式会社
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①地耐力とは、支持力と沈下の両方を満足するものです。

②支持力（kN/m2）とは「地盤の破壊」を意味します。

③沈下（cm）とは「地盤の変形」を意味します。

④支持力での事故は少ない、不同沈下事故は沈下で発生する！

⑤データシートからは、「換算Ｎ値」と「支持力」が得られる

⑥「許容」とは「安全率を考慮した」という意味

許容支持力は安全率1/3を考慮した支持力という意味！

⑦砂質土：支持力＆液状化の検討が重要

粘性土,腐植土,盛土：不同沈下の検討が重要

⑧沈下の判定は資料調査・聞き取り調査・現地調査から総合的に解析して検討します。

以 上

⑨沈下事故は盛土や擁壁等の人口改変に起因した事例が非常に多い！

⑩ロームはこね返しに非常に弱い！谷ロームは不同沈下の対象となる！

アースダイブ株式会社
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①ランマー転圧

②転圧効果が期待できる範囲

根入れ 根入れ

GL-0.0ｍ GL

GL-0.5ｍ

GL-1.0ｍ

GL-1.5ｍ

非常に軟らかい土

同一箇所を５～６回走行(3往復)が適当

根入れ 根入れ

GL-0.0ｍ GL

GL-0.5ｍ

GL-1.0ｍ

GL-1.5ｍ

③転圧効果のメカニズム

※粘性土地盤：25cm程度の転圧効果が期待できる
※砂質土地盤：50cm程度の転圧効果が期待できる

転 圧

空気

水

土

空気

水

土

空気と水が抜けて硬くなる！

転圧効果により締固められる範囲

アースダイブ株式会社
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粘性土

砂質土

粘性盛土

ＳＳ試験による調査深度と基礎下2.00ｍ
(GL-0.50m～-2.50m)付近までの平均支持力
測点1 深度5.25ｍ 32.4ｋN/㎡
測点2 深度5.00ｍ 91.8ｋN/㎡
測点3 深度10.00ｍ 28.1ｋN/㎡
測点4 深度5.00ｍ 81.2ｋN/㎡

地形：台地・端部
盛土：10年以上
0.3～2.5m

千葉県柏市高柳

沈下状況

アースダイブ株式会社
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神奈川県相模原市南橋本

地形：台地・谷底低地
盛土：10年以上
1.25～1.50m

ローム

粘性土

粘性盛土

ＳＳ試験による調査深度と基礎下2.00ｍ
(GL-0.25ｍ～2.25ｍ)までの平均支持力
測点1 深度7.25ｍ 24.8kN/m2

測点2 深度6.25ｍ 38.7kN/m2
測点3 深度2.75ｍ 23.9kN/m2
測点4 深度7.25ｍ 47.9kN/m2
測点5 深度8.25ｍ 47.9kN/m2

アースダイブ株式会社



29

地形：台地・端部
盛土：10年以上
1.5～3.75m

ＳＳ試験による調査深度と基礎下2.00ｍ
(GL-0.50ｍ～2.50ｍ)までの平均支持力
測点1 深度1.69ｍ以深、擁壁の底盤に当たり貫入不可
測点2 深度3.63ｍ以深、ガラ等障害物の為貫入不可
測点3 深度6.25ｍ 34.5ｋN/㎡
測点4 深度5.25ｍ 41.9ｋN/㎡

砂質土

粘性盛土

千葉県千葉市中央区星久喜

アースダイブ株式会社
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直径30mmの穴［スクリューの検証］

良 い 例

悪 い 例
アースダイブ株式会社
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土 質 確 認

データ確認

含水状態確認

アースダイブ株式会社


